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宣
●大洗町まちづくりアンケート調査

まち全体の将来像は、自然を生かした 『落ちついた海辺のまち」

夕



今
年
は
、
西
暦
1
9
9
9
年
。
あ
と
2
年
足
ら
す

で
2
1
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
日
の
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

急
速
に
変
貌
し
て
き
て
お
り
、
大
洗
町
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
時
期
を
と
ら
え
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
を
決
め
る
新
し
い
「
大
洗
町
総
合
計

画
」
を
作
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
計
画
の
中
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
こ
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
の
1
2
月
に
「
大
洗
町
ま
ち
づ

く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
結
果
の
概

略
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
企
画
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

の
住
み
こ
こ
ち
は
、

舷
は
7
讀
以
上

■調査方法
大洗町から無作為抽出法によって選ばれた、満20歳

以上の男女、及び満16~17歳の男女を対象
■調査対象
20歳以上の町民男女（一般調査）800人
16・77歳の町民男女（若者調査）200人

■回収状況
一般調査

若者調査

■調査時期
平成10年12月14日～12月21日

227人(28.4%)
42人(210%) 

．喜は
5
讀
以
上
が

住
み
や
す
い
と

'99.5.70 広報おおあらい (2) 



特集 1大洗町まちづくりアンケート調査 l

Q 大洗の住みごこちは？
A 一般は7割以上が住みやすい

若者は5割以上が住みやすいと評価。どちらでもないが約2割

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 
I I I I I I 

1 3l .7 | 1 l 0.6 |2.1l 0 4 一般 ．． ． 52.9 I 
若者 | 47.6 19 0 | 16.7 14.8|、出I 

一 とても住みやすい ［二］どちらかといえば住みやすい 仁コなんともいえない 仁コどちらかといえば住みにくい 仁コとても住みにくい Eコ不明

Q 定住の意 向は？
A 一般は7割以上が住み続けたい

若者は4割弱が住み続けたい。一方4人に1人が移りたい意向

0 % 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

一般 『9-]・・・・ 9 , 35.7 9| 141, 12.8 |I8Io4 

若者 、I. 33.3 I 35 7 I 19 14814,8: 
- ...... . --• • •ー・ ー・

一 ずっと住み続けたいこコできるなら住み続けたい こコどちらともいえない Eコできるなら移りたい こコなるぺく早く移りたい Eコ不明

Q まちの自慢はある？ない？
A 一般は約7割が自慢あり 。自慢なしが約3割

若者もほぼ同様の割合

0 % 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

h―-―  | - ある □ない

80% 
I 

28.2 

26.2 

90% 100% 

= ロ
I 

こコ不明 _
 

Q 自慢の内容は？
A 一般は 「水辺の環境」 「地場産業」 「レクリエーション施設」

若者は 「水辺の環境」を約6割と高く評価、 「地場産業」は一般とほぼ同割合

0 % 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

::==—— 4 6 

70% 80% 90% 100% 

| 1 13 3 1 | 8.9 1|5 1 卜叶
14.3 | 7 1 |3.6| 7 1 | 7.1 | 

一 水辺の環境 にコ地域の地場産品 仁コレクリエーション栢設 ［コ地域の歴史・文化 亡コ地填の人間関係 Eコ先路科学産業 にコ町の暮らしやすさにコその他

わ
が
町
の

n慢
は
、
き
れ
い
な
漏
や
瀾
潤
な
と

「水
辺
の
躙
虞
j

(3) 広報おおあらい '99.5.10 



Q まちの短所はある？ない？
A 一般は約9割が短所あり

若者は約8割が短所ありと指摘

0 % 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

;:=―-― ] 2 7 |1311 
| - ある □ない □不明 l 

Q A 

一般

若者

Q A 

Q A 

若者

短所の内容は？

一般は 「交通」 「交通騒音」が上位に

若者は「利便性の不足」 「街の美観・景観」が上位

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 

17.4 14.5 14.0 14.0 9.2 

5.9 8.8 26.5 5.9 23.5 

亡コ治安 こコ利便性の不足 亡コ人間関係 □町の美観 ・景観 □海に近い

男女共同参画社会について？ （一般アンケートのみ）

9割弱は「平等になっていない面がある」と回答

全県と比較して「男女共同参画社会」の形成が進んでいない結果に

0% 10% 

→l'’’ 
20% 
I 

30% 
I 

40% 
1 

50% 
1 

60% 
l 

70% 
l 

80% 
l 

90% 
I 

87.2 

100% 

％
 
100
「
B

]

一 すべての面で平等 仁コ平等になっていない部分もある 仁コ不明

これから働く場所は？ （若者アンケートのみ）

「県外」が若者の約4割を占め、 「大洗町」は2.4％と最も少ない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 
1 

60% 
l 

70% 
1 

80% 
l 

90% 
l 

26.2 16.7 11.9 

％
 
100
「

ロ

ヒコ海外など国際的にi動きたい にコ大洗の街なかで ［~不明

世
’
t
屈
襄
巴
図
3
t
"
王
は
容
釦
五
闘
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特集 大洗町まちづくりアンケート調査 I

Q これか らのまちづくり の柱 は ？
A 一般は3割が「海を活かしたまちづくり」次いで「安全•安心なまちつくり 」

若者は4割強が「海を活かしたまちづくり」を強く期待

0 % 10% 20% 30% 40% 

一般 9、 23.3 

若者 』 ● 

50% 
I 

60% 
I 

70% 
I 

80% 
I 

28.6 

21.6 

90% 100% 

11.9 ~豆□
19.0 巳吐丑

一 海を活かしたまちづくり 仁コ安全 • 安心なまちづくり ［二］人を育むまちづくり

亡コ対話と協慟のまちづくち Eコその他 亡コ不明

Eコ＜つろげる交流のまちづくり

Q まち全体の将来像は？

A 一般は約4割が「落ちついた海辺のまち」

若者は3割強が「マリンリゾートのまち」を将来イメージに

0 % 10% 20% 30% 40% 

;:=---_」
50% 60% 
1 | 

70% 
I 

23.8 14.5 

35.7 

80% 90% 100% 

|| 10 1 1| 6 2田
| 9.5 |4.8 | 4 8 | 

一 落ちついた海辺のまち こコ値康 • 福祉のまち ヒコマリンリゾートのまち 仁コ対話と協f動のまち ［~ ヒコその他 仁コ不明

ま
ち
全
体
の
慧
葎
は
雌
荘
紅
旺
の
ま
ち
』

‘̀ 

若者

◆あらゆる職種の方の交流の場を作って欲しい

◆町民一人ひとりのモラルの向上をはかる

◆大洗の伝統、文化の継承をしていく

◆老人の「生きがい」のあるまちづくり

◆若い人（若い家庭）が住みやすい町なら人口も増え明るい町になると思う

◆魚市場で土、日、祝日に、海産物、農産物のマーケッ トを開く

◆無理のない、この町の「あたたかさ」が出たらいいのでは

◆海岸のゴミが目立つので町民で協力してきれいにできたらいいと思う

◆安全で住みやすい町にして欲しい

◆老人が安心して暮らせるような町にして欲しい

◆暴走族の取締りが必要

◆きれいなまちづくり、近代的な町

(5) 広報おおあらい '99.5.70 
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成11年4月1日供用開始区域
でに供用開始済区域

大
洗
町
で
は
平
成
8
年
4
月
か
ら
、

公
共
下
水
道
が

一
部
供
用
開
始
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
上
図

の
地
域
の
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
下

水
道
に
接
続
で
き
る
区
域
が
広
が
り
ま

し
た
。
お
住
ま
い
の
地
域
が
処
理
区
域
に
な

り
ま
す
と
、
下
水
道
法
の
規
定
に
よ
り

供
用
開
始
か
ら
3
年
以
内
に
、
く
み
取

り
便
所
は
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
し
尿
浄
化
槽
を

使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭
で
も
、
浄
化
槽

を
や
め
て
公
共
下
水
道
に
直
結
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
処
理
区
域

で
は
各
家
庭
の
台
所
、
風
呂
や
ト
イ
レ

の
汚
水
も
す
べ
て
公
共
下
水
道
へ
直
接

流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
住

環
境
が
格
段
に
改
善
さ
れ
ま
す
が
、
区

域
内
の
皆
さ
ま
に
は
次
の
よ
う
な
費
用

負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

・
宅
地
面
積
ー
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

ー
ト
ル
（
約
50
坪
）
の
土
地
を
所
有
し

て
い
る
場
合
の
受
益
者
負
担
金
は

9

0

7

0

0
円

(
5
5
0
円

X
1
6
5

公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る

供
用
闘
始
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

am

．
百
円
未
満
切
り
す
て
）
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
5
年
間
(

2

0

回）

に
分
け

て
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

期
限
内
に
全
額

一
括
納
付
す
れ
ば
割
引

も
あ
り
ま
す
。

5
、

0
0
0
円

＂

 

排
水
設
備
と
は
、
家
庭
の
台
所
や
ふ

ろ、

ト
イ
レ
な
ど
か
ら
で
る
汚
水
を
直

接
公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
に
、
各
家

庭
な
ど
に
設
置
す
る
排
水
管
や
汚
水
ま

す
な
ど
を
い
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
に

接
続
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
排
水
設
備

を
整
備
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
町
で
は
、
排
水
設
備
が
適
切
な
基

準
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
よ
う
「
排
水
設

備
指
定
工
事
店
」
制
度
を
定
め
て
い
ま

す
。
排
水
設
備
の
工
事
に
つ
い
て
は
こ

れ
ら
の
指
定
工
事
店
に
ご
相
談
下
さ

い
。
指
定
工
事
店
等
に
つ
い
て
は
、
週

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
公
共
下
水
道
の
普
及

の
た
め
に
下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
、

3
年
以
内
に
排
水
設
備
の
工
事
を
さ
れ

た
方
に
、
次
の
よ
う
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
（
新
築
及
び
事
業
所
は
除
く
）

1
年
以
内

1
5
、
0
0
0
円

2
年
以
内

1
0
、
0
0
0
円

3
年
以
内＂

 

排
水
設
備
を
整
備
し
て
、
下
水
道
に

道
料
金
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
料
金
は
、

◇ぐ

一般的な排フ均設備

i 
公 道

こ
下水本管

樗水設傭

（個人で設置、管理する部分）

公共下水道

（町で1全置、管理する部分）

使
用
し
た
水
の
量
で
決
ま
り
、
毎
月
口

座
振
替
な
ど
の
方
法
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
区

域
内
の
皆
さ
ま
に
は
こ
の
よ
う
な
費
用

負
担
が
か
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
公

共
下
水
道
は
文
化
的
な
生
活
を
営
み
な

が
ら
自
然
環
境
を
保
護
し
て
ゆ
く
た
め

に
は
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。
海
・

川
・
湖
沼
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
大
洗
の

自
然
環
境
の
保
護
と
快
適
な
居
住
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
皆
様
の
ご
理
解
と
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

'99.5.70 広報おおあらい (6) 



町民の皆さんのこ＂理解とこ協力の中で建設が

進められていた日本原子力研究所大洗研究所の

高温工学試験研究炉 (HTTR)は、平成3年 OO 
より順調に建設工事が進み、かつ設備について 矛芳

も安全を第一として細心のチェ ックを重ねなが プこ
ら、その確認の上で平成10年l1月10日午後2 巨号

時18分、 核分裂反応が連続して起こる初臨界に 手司
達しました。 用号

このたび、このHTTRのこ＂視察のため去る 烈！
4月19日、国務大臣、有馬朗人科学技術庁長官 大 手斗
が我が町においでになり、それを記念して懇談 洗 写土
会が開催され、私には個別に長官と懇談できる 町1幕
時間を与えていただきました。私は席上、我が 長~ だF
町の町民の皆さんの原子力に対する深いご理解 岳乏

とこ協力の程を、町民憲章の「原子の火を育て」 ＇ノし‘ 官5
という事項を取り上げながら話をさせていただ 訂 ］［ 
き、長官からも、こと更に感謝している旨の言 ＞ x 
葉をいただきました。 元 L 
こ承知のとおり我が国は、 資源が乏しく食稲や石油、 鉄箋も

輸入に依存しており、 約半世紀もたっと石油は使い果たしてし

まうと言われています。

次の時代に向けてエネルギーを地球環境問題と合わせ確保す

るための取り組みが大切であります。この日 TTRは、そのた

めの研究開発をする原子炉であり、クリーンなエネルギーを作

りだし貢献することとなり、この様な国家の一大事業である仕

事が町民のこ理解で円満に進んでいるのです。私は、 長官にこ

の原子炉の熱利用を是非とも地域振興のためにも活用出来るよ

うお願いいたしましたところ、期待のもてる返答をいただいた

ところです。

我々人間はいかにして未来に生きるかと言う問題を考えねば

なりません。つまり今後とも、いかにして人間の生活を耐えう

るものにして、生き残ることが出来るかという問題であり、未

来に生きる新エネルギーづくり。我が町は、そうした研究開発

を担っている地域なのです。

00 

碑
匹
臼
芦
繋
蕊
因
—
・
・
臼

E
-

こ
の
た
び
、
新
し
い
認
定
農
業
者
10

名
が
決
定
し、

小
谷
町
長
よ
り
認
定
証

が
交
付
さ
れ
ま
し
た。

認
定
農
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
野
庸
司
さ
ん
(

4

8

歳

・
川
口
）

関

久

雄

さ
ん
(

4

8

歳

・
矢
場
）

清
宮
義
直
さ
ん
(

4

5

歳

・
上
宿
）

亀
山
直

一
さ
ん
(

4

8

歳
矢
場
）

関
重
夫
さ
ん
(

5

0

歳

．
川
口
）

鬼
沢
浩
三
さ
ん
(

3

1

歳

・
神
山
）

関

甚

さ
ん
(

4

7

歳

・
神
山
）

井
上
順

一
さ
ん
(

4

7

歳

・
神
山
）

清
宮
一

美
さ
ん
(

4

9

歳

．
下
宿
）

米
川

清
さ
ん
(

3

8

歳

・
下
宿）

認
定
農
業
者
制
度
は
、
自
ら
の
創
意

工
夫
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
改
善
を
計

画
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
農
業
者
を
町

が
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
認
定
す

る
も
の
で
す
。

認
定
さ
れ
る
と
農
用
地
の
利
用
集
積

の
支
援
や
税
制
上
の
特
例
措
置
、
融
資

制
度
の
優
遇
（
ス
ー
パ

I
L
資
金
等
）
、

目
標
達
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
な
ど
関

係
機
関
が
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
行
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
農
業
経
営
を
目
指
し
、
経

営
規
模
の
拡
大
や
集
約
化
等
に
よ
る
経

営
の
発
展
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、

お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課

・
農
業
委
員
会

6

(
2
6
7
)
5
l
l
l
内
線
3
4
2

~ ~ 

0 

（
 

E・ 

と

く

に

ー

3
0
0
ト
ン
の
茨
城
の

す 指 9の数ン約展展 念れ 工 起水音嗅後をそ亮 そ □い 行 設のプ
゜に 0 3 も ‘4 示示 新 し る事 工 族頭議 ‘述れ大 し 武さ祝わ予起ン 3
入 種 5 こ展 l総 水 水 まこ がと館で会田べぞ洗 て 平つ賀 れ 定 工 を年
る 9 0れ示〇水槽 族 し と進 ‘ェ乾議 山｀ れ町 小 嗅 ‘会ま地式予後
大 2種 ま生〇 量 が 館「らをめ無事 E員東 そ 祝長谷自本でしのが定の
塁 〗』で 物 卜 は国 は 祈 ら 事の 、の湖の辞が隆畠喜は応塁孟 ピ i

なよ~ iii翠手こ —— -1 . 、、 境治中喬 族 llい 。

] i : i: ::?ィ:h.“ 己/Jli!Iill! 

冑疇9ジ‘’［旧がた大‘せメ つス気わて流 料プ るやで 館 まぅこ り能 規て 解j＼ た

胃嘉塁言もンア：べをい‘ ゾ で レ マ食す部 建円 に 合喜胃 胃 贔塁 占 祠

且晨臨：つ，品；喜」色／：雰］貪； ↓9カ‘盆言 阿：屡：I円］墨晨
つ前がユ水を 1 。にめのにとるは ツ で買有 水 て る イいり なー海
てにい 1 族併ズ なる活ぎし交無卜き物 料族 いよナう大 どわ、の

。

新

大

ヰ

5
直
茫
蒻
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桜
木
如
綻
び
初
め
し
細
枝
に
想
い
寄
せ

つ
つ
一
日
暮
れ
た
り
前
原
一
区

．． ． ． 

堀
野
満
穂

み
ん
な
の
ひ
ろ

つ
ま

朝
々
に
筆
持
つ
夫
の
姿
あ
り
昇
段
試
験

今
日
合
格
す寺
釜

―
二
区
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
御
主
人
の
昇
段
試
験
合
格
へ
の

願
い
を
詠
み
あ
げ
た
歌
で
あ
る
。

加
工
場
の
魚
の
に
お
う
裏
通
り
外
国
人

ら
し
き
り
は
た
ら
く
新
町

一
区
山
田
公
江

〔評〕

日
本

へ
の
出
か
せ
ぎ
。
彼
等
へ

の
あ
わ
れ
み
の
気
持
が
出
て
い
る
。

冷
xし
る
き
朝
の
空
を
二
分
け
に
飛
行

機
雲
は
北
へ
の
び
ゆ
く

南
清
水

一
区
広
木
チ
イ

〔
評
〕
朝
寒
の
空
を
二
分
け
ざ
ま
に
伸

び
て
行
く
飛
行
機
雲
は
美
し
い
。

雪
柳
の
微
風
に
揺
る
る
自
在
さ
も
己
が

身
丈
の
空
間
に
し
て
新
町
六
区
関
根
秀
子

〔
評
〕
写
実
と
心
象
を
巧
み
な
構
成
で

一
首
に
ま
と
め
あ
げ
て
い
て
う
ま
い
。

屋
根
を
覆
う
霜
白
く
し
て
た
ち
ま
ち
に

朝
日
差
し
く
れ
ば
解
か
さ
れ
て
ゆ
く

永
町

一
区
高
崎
夫
左
江

〔評
〕
冬
の
朝
貝
か
け
る
風
景
。
言
葉

で
表
現
す
る
の
は
む
す
か
し
い
。

●
勝
山
一
美
選

〔
評
〕
枝
先
に
つ
け
た
桜
の
雷
。
そ
の

小
さ
な
ふ
く
ら
み
に
想
い
を
持
つ
と
言

う
の
だ
。

う
み

り

り

た
か
し

湖
の
辺
に
乙
女
の
太
鼓
凛
凛
し
く
て
節

の
歌
碑
の
除
幕
を
祝
う

角

―
二
区
前
原
青
嵐

〔
評
〕
長
塚
節
歌
碑
除
幕
式
。
大
ぷ
懐‘

小
太
鼓
は
勇
壮
な
ま
で
に
鳴
り
響
ん

だ
。

い
ま
は
亡
き
よ
き
村
長
の
妻
君
は
昔
か

わ
ら
ぬ
家
に
住
み
お
り

蔵
前
二
区

田

山
佳
風

〔
評
〕
尊
敬
し
て
い
た
村
長
さ
ん
な
の

で
あ
ろ
う
。
住
居
に
思
い
を
置
い
た
歌
。

新
し
き
ゆ
っ
く
ら
館
の
温
泉
に
手
足
伸

ば
し
て
吾
浸
り
お
り

蔵
前
三
区

鴨

川

靖

〔評
〕
病
癒
え
て
気
持
の
び
の
び
と
湯

に
憩
う
作
者
の
姿
が
あ
る
。

み

な

も

河
口
の
水
面
に
群
れ
て
鴎
ら
の
羽
光
ら

せ
て
遊
ぶ
が
見
ゆ
る

祝
町
五
区

石

沢

き

み

〔評
〕
羽
の
「
光
ら
せ
て」

が
よ
い
。

百
八
十
万
の
人
口
札
幌
の
春
が
一
気
に

テ
レ
ビ
塔
の
ほ
る
祝
町
二
区

吉

川

和

〔評
〕
或
る
雰
囲
気
を
持
つ
面
白
い
歌
。

笙
を
吹
く
音
の
流
れ
く
る
星
月
夜
遷
座

の
列
の
粛
々
と
行
く

桜
遍
二
区

田

部

田

す
す
ほ

〔
評
〕
遷
座
の
儀
は
荘
重
で
あ
る
。

職
退
き
て
楽
し
み
―
つ
う
た
た
寝
に
妻

が
夏
掛
け
か
け
て
く
れ
た
り

桜
道
三
区

田

部

田

安
太
郎

〔評
〕
上
の
気
分
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

と

わ

ぺ

に

卒
寿
に
て
永
久
の
別
れ
の
姉
の
顔
紅
ひ

き
や
れ
ば
若
き
日
還
る

永
町
四
区

川

上

ひ

さ

〔評
〕
具
体
的
表
現
が
効
い
て
い
る
。

寒
さ
に
も
小
花
つ
け
ゐ
る
佛
の
座
引
き

抜
き
ゆ
き
ぬ
罪
も
つ
ご
と
く

仲
町
四
区
圧
司
千
代
子

〔評
〕
小
さ
な
花
へ
の
情
が
出
て
い
る
。

母
を
知
る
人
に
逢
い
た
る
春
彼
岸
亡
き

母
の
名
を
久
に
聞
き
た
り

寺
釜
九
区

三
村

住

江

名
は

「お
し
ん
ち
ゃ
ん
」

と
い

〔評
〕

う
。

つ
ま

病
む
夫
に
心
明
る
＜
振
舞
え
ば
救
わ
れ

い
る
は
我
か
も
知
れ
ず

永

町

十

六

区

身

内

ゆ

み

見
舞
う
者
の
心
の
現
れ
で
あ
ろ

〔評
〕

う
。

ひ
と
月
の
間
に
五
人
の
友
は
逝
く
嗚
呼

我
よ
り
も
ふ
た
ま
わ
り
若
く

永

町

十

六

区

猪

瀬

ゆ

き

〔
評
〕
若
く
し
て
先
立
ち
ゆ
く
友
。
短

日
の
間
に
五
人
と
は
寂
し
い
限
り
。

い
ち
に
ん
の
「
節
」
に
寄
す
る
情
熱
が

こ
こ
ろ
打
ち
ゆ
き
歌
碑
は
成
り
た
り

船
渡
三
区
照
沼
と
よ
子

〔
評
〕
長
塚
節
生
誕
百
二
十
周
年
。
千

波
湖
畔
に
歌
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

rv, r-幻

いしかわ ふみやくん (5歳）

すずき しおりちゃん (5歳）

｀ 

ほく――
.0
匡
ー
示
f
J
J

いとう

＊＇ 
瞥
5

-
0
り

2
．
＿
ギ
マ
ラ
リ
ー

第
二
保
育
所

ふみかちゃん (5歳）

中

州ぷ

なかむら ひかるちゃん (5歳）

'99.5.10 広報おおあらい (8) 
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'99.5.70 

「マッターホルン」 F22 オート

小川弘志

► スイスに行 っ た時の写真です 。 日本の山と違う

険しさと雄大な表情を撮ってみました。

フ
ォ
ト
P
H
O
T
D

フ
オ
ト
に
掲
載
す
る
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
（
写
真
は
サ
ー
ビ
ス
判
で
O
K
で
す
）

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
町
長
公
室

広
報
ハ
ム
聴
係
ま
で
、
郵
送
か
直
接
お
持
ち
下
さ
い
。

200mm 

「さくら」 28~200mm F5.6 

オート ソフ トフィルター 高須保

► 有名な六地蔵のしだれ桜です 。 早朝の撮影で春

らしさを表現しようと思って撮影しました。

ベストイレプン
根本圭（祝小6年）

田山育甫（大貫小6年）

菊地孝則（祝小6年）

照沼翔太（磯小6年）

4
月
10
日
、
町
総
合
運
動
公
園
で

第

3
回
大
洗
桜
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ

ー
大
会
が
近
隣
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

6
チ
ー
ム
を
迎
え
開
催
さ
れ
、
地
元

大
洗
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

B

は
、
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
勝
ち
抜
き
、
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。
ま
た
、
大
洗
ス
ポ
少
か
ら
4

名
が
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

ト

長
ンメ
中

□『
ロ

油転FNEW8̀

桜歪
カサ
ッツ

;of 

［息
丸 岡

広報おおあらい



平成12年4月から Vol.2 

Q 介護サービスは、誰がうけられるのですか？

介護サービスは、介護保険に加入している人が受けられますが、65歳以上の人 （第1号

被保険者）と、40歳以上65歳未満の人 （第2号被保険者）では、受けられる条件が違います。

（
 

〈65歳以上の人〉・・・ •第 1 号被保険者

①寝たきり・痴呆などで入浴、排せつ、食事などの日常生活動作について常に介護が必要

であると認められた人

②家事や身じたくなどの日常生活に支援が必要であると認められた人

〈40歳以上65歳未満の人〉 ・・ • •第2号被保険者

①初老期の痴呆、脳血管障害など、老化にともなう病気 （特定疾病）によって、介護や日

常生活の支援が必要であると認められた人

（※事故やガンなどによって障害が残った場合には対象になりません。）

Q 介護サービスを利用するには、
どうすればいいのですか？

申請から介護サービスを受けるまでのしくみ

2.訪問調査

、＼ 1.申請

/9  

申t青から要介護認定が
決定するまで約30日かか
ります。認定されれば申
請日にさかのぽって適用
されます。

7.再認定

介護や支援の）＼
括を 3~ 6カ月ご
とに見匝します。
施設入所の場合は
1年の場合もあり
ます

6．サーピスの開始

ヽ

．要介護認定、

I 
5. ケアプランの作成

三言

介護サービスを利用するには、まず、

その人が介護を必要としている状態

にあるかどうか、介護の必要度 （要

介護度）等についての認定 （要介

護認定）を受けなければなりません。

認定を受けるためには、町の福祉

課・介護保険担当窓口に 「介護認

定申請書」を提出します。

申請は、本人または家族が行うほ

かに、在宅介護支援センター等の

指定居宅介護支援事業者や、介護

保険施設に代行してもらうこともで

きます。

'99.5.70 広報おおあらい (70) 



毎週火曜日の午前中、ゆっくら健康館集団検診室で

「ふれあい広場」が開かれ、たくさんのお母さんとちびっ

こたちでにぎわっています。

おもちゃなどが備えてあるプレイルームでちびっこの

みんなが元気に遊び、お母さん達は、育児などの情報を

交換しています。

参加したお母さんからは、「育児の悩みが解消されて参

加して良かった」「子育てについて、いろいろ聞けるので

参考になる」などの声が聞かれました。

l＼さl＼さ1蔀雑履

(l l) 広報おおあらい '99.5.70 

ママ•ぢびっこの
ふれ訊V)場

4月6日、ゆっくら健康館デイサービ

スルームで生き甲斐と自立を支援する大

洗町心身障害者福祉ワークスとデイサー

ピスセンター大洗の合同開所式が行われ

ました。

福祉ワークス事業は、在宅の心身障害

者の方々に簡単な作業の指導、日常生活

のための訓練を行い、デイサービスは、

何らかの介護を必要とする高齢者の方を

対象に日帰り入浴、給食サーピス、ゲー

ムなどを取り入れたリハビリなどが行わ

れます。

このような取組が参加した皆さんのい

きいきとした生活を送るための手助けと

なっていくことと思います。



ね
た
き
り
老
人
が
い
る
家
庭
で
入
浴

介
護
が
難
か
し
い
家
庭
。
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
で
家
事
援
助
を
し
て
ほ
し
い

方
。
身
体
障
害
者
の
い
る
家
庭
等
に
家

庭
奉
仕
員
を
派
遣
い
た
し
ま
す
。

内
容
／
掃
除
、
洗
濯
‘
買
い
物
、
食
事

等
の
世
話
や
入
浴
車
に
よ
る
入
浴
介
護

負
担
金
／
所
得
に
応
じ
て
負
担

詳
し
く
は
、
地
区
民
生
委
員
、
社
会

福
祉
協
議
会
ま
た
は
福
祉
課
（
内
線
ー

5
3
)
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム
へ

ル
パ
ー
）
を
派
遣
し
ま
す

: ;••企9`‘ズ，一屯・姦塚元．‘··：・ロぶ→忍念で呼ヽ・マ•四

くらしの情報＇
JNFORMATION 

;`□疇蔀隊恥丞嚢］也）］！j I 
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嗅
で
は
新
し
い
茨
城
づ
く
り
の
た
め

に
積
極
的
に
地
域
活
動
の
で
き
る
女
性

を
育
成
す
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト
の

団
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

派
遣
期
間
／
9
月
2
2
日
（
水
）

1
1
0
月

3
日
（
日
）
1
2
日
間

派
遣
国
／
イ
ギ
リ
ス

・
デ
ン
マ
ー
ク
・

フ
ラ
ン
ス

研
修
内
容
／
テ
ー
マ
別

．
課
題
研
究
、

親
善
交
流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等

応
募
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
し
、

5
年

以
上
県
内
に
在
住
す
る
女
性

(

4

月
1
日
現
在
3
0
歳
以
上
5
5

歳
未
満
の
方
）

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

い
ば
ら
き
的
団
員
募
集

4
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
大
洗

町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て

”デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
洗
“
が

開
所
し
ま
し
た
。

何
ら
か
の
介
護
を
必
要
と
す
る
お
お

む
ね
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
し
た
も
の
で
、
日
帰
り
入
浴
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り
入
れ

た
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
楽
し
く

一
日
過
こ
せ

る
施
設
で
す
。

利
用
料
／
1
日
当
た
り
6
0
0
円

送
迎
／
リ
フ
ト
つ
き
ワ
コ
ン
車
で
送
迎

申
込
み
／
福
祉
課
（
内
線
ー
5
3
)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
こ
利
用
く
だ
さ
い

資源リサイクル回収量
(H10.4月～H11.3月）

資源物 回収量

缶類 38トン

ビン類 89トン

紙類 298トン

布類 4トン

合計 429トン

皆
さ
ん
の
こ
協
力
に
よ
り
昨
年
の
4

月
か
ら
今
年
の

3
月
ま
で
の
1
年
間
に

集
め
ら
れ
た
資
源
物
は
、
総
重
量
約
4

2
9
ト
ン
。
1
世
帯
あ
た
り
約
6
5
k
g
で

す
。
ご
み
収
集
車
で
約
2
ー
5
台
分
の

ご
み
の
減
量
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
集
め
ら
れ
た
資
源
物
は

再
生
さ
れ
新
し
い
製
品
に
生
ま
れ
か
わ

り
ま
す
。（
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
の

一
部

に
も
ビ
ン
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
タ
イ
ル

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
）
こ
れ
か
ら
も

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
に

皆
様
の
一
層
の
参
加
と
こ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

資
源
こ
み
リ
サ
イ
ク
ル
こ
協

力
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す

参
加
者
負
担
金
／
2
4
万
円
程
度

応
募
方
法
／
役
場
企
画
課
に
用
意
し
て

あ
る
所
定
の
応
募
書
類
（
添
付

書
類
有
）
と
課
題
レ
ポ
ー
ト

（
千
二
百
字
）
を
そ
ろ
え
5
月

2
8
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い

問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整
係

（
内
線
2
2
4
)

‘̀

 
―
-
l

ス
ホ
ー
ア
天
濯

●器栞期問

彎・琶 l年釦22日（土）まで
...'コンテスト・

竺）
• . 1, い~ 99, 、,.,

●99 9,  1 9 , 9,., 

.,..'. ' 
0お問い合わせ・応努先

大洗町商工観光課

大洗町では、年間を通した町の観光イベントや、県内外の観
光キャンペーン等で活躍するミスポート大洗を募集いたします。
【応募資格】

凛内居住者で18歳～25歳の未婚女性（高校生は除く）国籍は問いません。

【勤務l
イベントや観光PR、年間30日程度、日当一万円を支給。

【応募方法］

履歴書に、身長 体重 ・3サイズを記入し、写真2枚（カラーサービス判）

全身、上半身各一枚を送付、又は持参してください。

［入賞者］

ミスポート大洗

［締切日】

平成11年5月22日（土）

【コンテスト】

平成11年6月6日 （日）午前10時より大洗マリーナで開催。

水着コンテストではありません。私服で行います。（非公開）

［賞品］

ミスポート大洗3名には30万円の旅行クーポン券、その他蒙華賞品あり。

［応募先】

〒311-1392

東茨城郡大洗町磯浜町6881-275（大洗町役場内）

ミスポート大洗コンテスト係

合 029(267) 51 1 1 （内線331)

3名

［書類選考日】

平成ll年5月24日（月）

'99.5.10 広報おおあらい (12) 



水戸地方広域市町村圏協議会

a JR水戸線宍戸駅から北へ2km。 広大な国有林の

自然を十分に活かした北山公園では、新緑や紅葉

など四季を通じて楽しむことができます。

こ家族、仲間と楽しいコミニュケー ションのひ

とときにどうぞご利用ください。

（主な施設）展望塔、休憩施設、ローラーすべり台、

湿性生態園、バー ベキュー ・キャンプ

場、芝生広場など

（公園内施設の利用時間）

4月～9月午前9時～午後6時
10月～3月午前9時～午後4時

（問合せ）北山公園菅理事務所

fl0296-78-39 l l 

友部町役場商工観光課

fl0296-77-l l O l 

北山公園

大

洗

町

手

を

つ

な

ぐ

親

の

会

で

は

、

平

成

11年
度

の

会

員

を

募

集

し

て

い

ま

す

。こ

の

会

は

、

障

害

を

持

つ

子

供

た

ち

の

基

本

的

人

権

と

福

祉

の

向

上

を

図

る

こ

と

を

目

的

に

活

動

し

て

い

ま

す

。

主

な

活

動

は

、

療

育

キ

ャ

ン

プ

や

夏

の

集

い

の

参

加

、

日

帰

り

研

修

、

歳

末

助

け

合

い

運

動

の

一

環

と

し

て

お

餅

の

配

布

な

ど

、

親

睦

を

図

り

な

が

ら

楽

し

く

交

流

し

て

い

ま

す

。

肢

体

不

自

由

児

、

心

身

障

害

児

を

も

つ

親

の

方

の

こ

加

入

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

申

込

み

・

問

合

せ

／

大

洗

町

手

を

つ

な

ぐ

親

の

会

町

身

体

障

害

者

福

祉

協

会

で

は

、

平

成

11年
度

の

会

員

を

募

集

し

て

い

ま

す

。
主

な

活

動

は

、

各

種

ス

ポ

ー

ツ

大

会

へ

の

参

加

、

研

修

会

、

新

年

会

な

ど

楽

し

く

交

流

を

図

っ

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

の

こ

加

入

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

加

入

対

象

者

／

身

体

障

害

者

手

帳

を

お

持

ち

の

方

申

込

み

・

問

合

せ

／

大

洗

町

身

体

障

害

者

福

祉

協

会

会

長

岩

井

正

男

6

(
2
6
7
)
5
3
5
3
 

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

会
員
募
集
＂
~

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
員
募
集

会

長

石

部

き

み6

(
2
6
7
)
4
3
6
3
 

春
の
行
政
相
談
週
間

行
政
に
対
す
る
あ
な
た
の
声

を
お
寄
せ
下
さ
い

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

講
習
会
に
参
加
し
て

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
に
な
ろ
う

受

講

条

件

／

年

齢

18歳
以

上

（

高

校

生

を

除

く

）

（

泳

力

、

走

力

、

視

力

に

も

条

件

あ

り

）

内

容

／

海

に

関

す

る

知

識

、

救

助

法

、

応

急

手

当

、

蘇

生

法

他

実

施

日

／

6
月

16日
（

水

）

1
2
0日
（

日

）

時

間

／

午

前

9
時

1
午

後

6
時

場

所

／

大

洗

サ

ン

ビ

ー

チ

募

集

定

員

／

60名

参

加

費

用

／

2
万
3
千

円

申

込

締

切

日

／

6
月
4
日

（

金

）

問

合

せ

／

商

工

観

光

課

（

内

線

3
3
l
)

5
月
1
6日
か

ら

22日
は

、

春

の

行

政

相

談

週

間

で

す

。

毎

日

の

暮

ら

し

の

中

で

、

役

所

の

仕

事

に

つ

い

て

の

苦

情

や

意

見

・
要

望

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

行

政

相

談

委

員

と

町

で

は

行

政

相

談

週

間

の

一
環

と

し

て

特

設

行

政

相

談

所

ふ

み

5
枚

l
5
0
枚

を

開

設

い

た

し

ま

す

。

大

洗

町

の

行

政

相

談

委

員

は

、

山

崎

正

さ

ん

（

永

町

15の

1

C

2
6
7
|

4
8
3
3
)
で

す

。

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

。

相

談

は

無

料

で

秘

密

は

守

り

ま

す

。

日

時

／

5
月
18日
（

火

）

午

後

ー

峙

＼

午

後

4
時

場

所

／

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー

「

ゆ

っ

く

ら

健

康

館

」

1
階

相

談

室

問

合

せ

／

町

長

公

室

（

内

線

2
1
4
)

相

談

日

／

毎

週

金

曜

日

場

所

／

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー

「

ゆ

っ

く

ら

健

康

館

」

1
階

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

室

時

間

／

午

後

ー

時

30
分

1
3時

※

第

ー

金

曜

日

の

み

弁

護

士

が

相

談

（

要

予

約

）

相

談

無

料

申

込

み

／

社

会

福

祉

協

議

会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

■使
用

済

切

手

匿
名

■使
用

済

切

手

l
o
o
o
枚

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

し

お

さ

い

代

表

石

井

き

み

■使
用

済

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

北

清

水

ー

区

関

根

心
配
こ
と
相
談

■使
用

済

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド
2
0
0
0
枚

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

開

発

機

構

大

洗

工

学

セ

ン

タ

ー

■お
手

玉

ー

2
0
個

金

沢

4
区

坂

本

よ

ね

■4
、

0
0
0
円

五

反

田

2
区

小

沼

酉

之

助

■6
、

9
9
0
円

レ

ク

イ

エ

ム

（

株

）

■2
0
、

0
0
0
円

一

丁

目

5
区

石

田

久

枝

■2
、

5
0
0
円

蔵

前

4
区

町

内

会

代

表

小

野

瀬

友

次

■l
o
‘
0
0
0
円

明

神

町

2
区

小

神

野

治

子

■3
ー

、

0
0
0
円

大

洗

町

消

防

団

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ゴ

ル

フ

代

表

川

上

俊

彦

■l
o
o
‘
0
0
0
円

大

洗

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

代

表

野

口

喜

美

雄

■8
、

5
7
ー
円

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

開

発

機

構

実

験

炉

部

原

子

炉

二

課

■2
9
、

3
0
0
円

大

洗

町

公

民

館

ま

つ

り

実

行

委

員

会

■l
o
‘
0
0
0
円

匿
名

■5
0
、

0
0
0
円

土

佐

犬

大

会

会

長

桑

名

桂

■6
、

0
0
0
円

北

清

水

ー

区

関

根

み

さ

子

■l
o
8、
0
0
0
円

平

成

10年
度

民

生

委

員

協

議

会

一

同

(l 3) 広報おおあらい '99.5.70 



大
洗
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
で
は
、

新
部
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
／
町
内
居
住
者
及
び
町
内
に

町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

部
員
募
集

日
時
／
5
月
2
3
日

（日）

8
時
3
0
分
開
場

9
時
試
合
開
始

場
所
／
町
総
合
運
動
公
園
体
育
館

種
目
／
男
子

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

A
リ
ー
グ
（
経
験
5
年
以
上
）

B
リ
ー
グ
（
経
験
2
年
以
上）

C
リ
ー
グ
（
経
験
2
年
未
満
）

参
加
資
格
／
大
洗
町
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
方

参
加
費
用
／

一
人

一
種
目

8
0
0
円

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

関
根
孝
明
（
夜
間
の
み
）

6

(
2
6
7
)
3
1
1
3
 

申
込
み
／
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

第
11
回
大
洗
町
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

（
 

勤
務
し
て
い
る
方

部
費
／
入
会
金

3
0
0
0
円

年
会
費

2
0
0
0
円

競
技
／
年
6
回
大
洗
コ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

大
会
を
開
催
（
優
待
料
金
で
プ

レ
ー
可
）

問
合
せ
・
申
込
み
／

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

副

部

長

山

口

進

康

6

(
2
6
7
)
2
2
2
0
 

副

部

長

照

沼

瑞

雄

6

(2
6
6
)
ー

2
0
0

家
族
と
仲
間
と
、
小
人
数
で
も
い
つ

き
て
も
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ス
ポ

—

ツ
広
場
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
場
で

は
体
育
指
導
員
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
、
も
っ
と
上
手
に
な
れ
る
方
法
を
教

え
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

期
日
／
5
月
2
7
日
（
木
）
か
ら
開
始

毎
月
第
4
木
曜
日

午
後
7
時
＼
午
後
9
時

場
所
／
第
一
中
学
校
体
育
館

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
磯
浜
小
学
校

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
／
ピ
ン
ポ
ン
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

イ
ン
デ
ィ
ア

力
等
、
体
育
館
で
で
き
る
ス
ポ

ー
ソ

持
ち
物
／
体
育
館
履
、
タ
オ
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で

さ
わ
や
か
な
汗
を

14
日
（
月
）

4
月
か
ら
就
職
し
た
皆
さ
ん
は
、
国

民
年
金
の
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
た

か
。会
社
に
就
職
し
た
ら
役
場
国
民
年
金

係
で
種
別
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。ま
た
、
就
職
に
限

nす
退
職
や
結
婚

な
ど
人
生
の
節
目
節
目
で
は
、
国
民
年

金
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

将
来
の
年
金
を
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
に
も
、
手
続
き
を
忘
れ
す
に
。

24
日
（
月
）

■休
館
日

5
月
17
日
（
月
）

.
31
日
（
月
）

6
月
7
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分

1
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
1
人
3
冊
ま
で

就
職
し
た
ら

種
別
変
更
の
手
続
き
を

‘、

総
合
法
令

親
業
（
コ
ー
ド
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
）

い
ま
を
解
決
す
る
親
の
本
音
の

伝
え
方
、
話
す
技
術

・
聞
く
技
術
、

全
世
界
五

0
0万
人
を
感
動
さ
せ

た
コ
ー
ド
ン
博
士
の
親
業
訓
練

不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス

ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル

ジ
ョ
ン
・
テ
ニ
エ
ル

脇

明

子岩
波
書
店

い
ば
り
ん
ぽ
う
の
白
ウ
サ
ギ
、

手
こ
わ
い
伯
爵
夫
人
、
に
や
に
や

笑
う
チ
ェ
シ
ャ
ー
猫
、
は
ち
ゃ
め

ち
ゃ
な
帽
子
屋
。

一
度
読
ん
だ
ら

忘
れ
ら
れ
な
い
個
性
的
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
た
ち
。
カ
ラ
ー
挿
絵
で
彩

る
児
童
文
学
の
古
典

ヽ
不思訊d国のアリス

亀イ亀 ● —~~ . ｀ 9- ． ． ．曇•
．．．． 

訳 絵作

●大洗文化センタ―• fl266-2442 

月日耀 催事内容 開始時闊 開催場枡 燻方法

l 9 水運転免許更新時講習会 g・oo~ 大会議室 関係者
5 
23 日本機大連合民謡大会 g・oo~ ホール無料

6 6 日おらが茨城の唄民謡大会 900~ 爪ー）し 無料

l 2 土上映会（ドラえもん） 9.00~ ホー）し 有 料

抗

近

藤

千

恵

著

R

重

紹

介

理
由
あ
る
反
抗

国民年金(5月分）

軽自動車税（全期）

国民健康保険税（第1期）

納期は

5月31日迄です。
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月 日 曜 事業名 対象者 受付時間

機能回復訓練 障害をもった方で機能調雑が必要な方 9 00~11 00 

18 火 ふれあい広場 乳幼児を持つ親子 9 00~I l 00 

親と子の虫歯予防教室 2歳の幼児及び母親 13 00~J400 

21 金 機能回復訓練 樟害をもった方で機能訓棟が必要な方 9 00~11 00 

24 月 機能回復訓練 11,\（ 繁•，り形をクもHっIた1庭），i，刃で烈慣指能i.t;，JI)IM！が必要な）j 13 00~15 00 

5 25 火 ふれあい広場 乳幼児を持つ親子 9 00~11 00 

男性料理教室 60歳以ヒの男性 9 30~ 9 45 
26 水

経口生求リオi訪• 生後3カ）―j~90カ）j未枇i(J)乳幼児 13 00~13.50 

木
国保相談 老人医照受給者証新規交付者 9 00~II 30 

27 
''II．後後36カカ））JI-47カカ））11のの乳乳児凡乳児他診 13 00~.14 00 

28 金 機能阿復訓練 1匁害をもった）iで機能iJII綽が必要な）］ 9 00~II 00 

l 火
ふれあい広楊 乳幼児を持つ親子 9 00~II 00 

機能同復訓練 府（月、11が：を1も/1.っ払た1：）指iでi,q.恨)能，Jilfl!が必＇災な）J 13 00~15 00 

2 水 II本脳炎接種 3歳から就学前の幼児 13 00~13 50 

4 金
機能lll1復訓練 惇書をもった）］で機能訓練が必要な）］ 9 00~11 00 

II本Ijiふ玖甘妾ti 3歳から就学前の幼児 13 00~13 50 

I:}子柑談 /:)親及び乳幼児 9 30~II 00 

7 月 般健康相談 一般住民 9 30~II 00 

6 罰と子•IJ)見薗予防教色 1歳の幼児及び閂親 13 00~14 00 

機能回復訓練 闘害をもった）iで機能~II籍が必要な｝i 9 00~11 00 

8 火 ふれあい広楊 乳幼児を持つ親 j乙 9 00~I J 00 

杜視合接種 生後3カ月～90カ）1未渦の乳幼児 13 00~l3 50 

IO 木 I」~q)i；；りti妾手重 3歳から就学前の幼児 13 00~l3 50 

1 I 金 機能回復訓練 樟害をもった方で概能iJII綽が必要なガ 9 00~]I 00 

火
ふれあい広場 乳幼児を持つ親千・ 9 00~11 00 

15 
日本脳炎接種 3歳から就学前の幼児 1300~]3 50 

16 水 ッベルクリン反応検査 小中学校もれ者 1300~13 50 

アイドIL!

（健康福祉センター健康増進係）

すざや釈

杉山

（荒谷

いとう たくみ

伊 藤 拓 海 く ん

（上宿3区 11カ月）

●父幹夫

●母相子

いろいろ芸を披窯して

おばさまたちのアイドルで

す。

まな

愛奈ちゃん

1歳3カ月）

●父 勝則

●母純

色々なものに興味津々

目がはなせません。

食中毒
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、

皆

さ

ん

お

弁

当

持

参

で

で

か

け

る

機

会

も

増

え

て

い

る

こ

と

と

思

い

ま

す

。

6
月

に

は

、

じ

め

じ

め

し

た

梅

雨

が

や

っ

て

き

ま

す

が

、

こ

の

時

期

に

食

中

毒

が

一

年

で

最

も

多

く

発

生

し

て

い

る

と

い

う

事

を

ご

存

じ

で

す

か

？梅

雨

が

く

る

前

に

、

食

中

毒

か

ら

身

を

守

る

方

法

を

み

な

さ

ん

で

再

確

認

し

て

み

ま

し

ょ

う

。

①

食

品

の

購

入

生

鮮

食

品

は

新

鮮

な

も

の

を

買

う

、

認

す

る

（

特

に

卵

は

、

要

注

意

）

な

ま

物

に

触

れ

た

ら

手

を

石

鹸

で

洗

い

ま

し

ょ

う

②

家

庭

で

の

保

存

持

ち

帰

っ

た

ら

温

度

管

理

を

き

ち

ん

と

し

、

早

め

に

保

存

し

ま

し

ょ

う

冷

蔵

庫

は

過

信

せ

す

に

ー

（

細

菌

は

マ

イ

ナ

ス

15℃

で

も

死

な

す

に

停

止

し

て

い

る

だ

け

で

す

）

③

下

準

備

ま

な

板

・

包

丁

は

、

肉

・

魚

用

と

野

菜

用

に

分

け

て

使

用

す

る

と

安

全

で

す

タ

ワ

シ

・

ス

ポ

ン

ジ

・

ま

な

板

・

包

丁

は

、

使

っ

た

後

す

ぐ

に

洗

い

ま

し

ょ

う

④

調

理

下

準

備

で

周

り

が

汚

れ

て

い

ま

せ

ん

か

？

十

分

、

加

熱

調

理

し

ま

し

ょ

う

(0
1
5
7
は

、

75℃ー
分

間

以

上

で

死

滅

し

ま

す

）

食

品

の

冷

凍

・

解

凍

を

繰

り

返

す

と

、

菌

が

増

え

る

場

合

が

あ

り

ま

す

の

で

、

使

う

分

だ

け

解

凍

し

、

す

ぐ

調

理

し

ま

し

ょ

う

⑤

食

事

た

べ

る

前

に

手

を

石

鹸

で

洗

い

ま

し

ょ

う

温

か

い

料

理

は

65℃以

上

、

冷

た

い

料

理

は

10℃以

下

に

し

ま

し

ょ

う

い

つ

ま

で

も

室

温

に

四

か

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

⑥

残

っ

た

食

品

時

間

が

経

ち

過

ぎ

た

ら

、

思

い

切

っ

て

捨

て

ま

し

ょ

l

つ
食

中

毒

予

防

の

ポ

イ

ン

ト

菌
を
「
付
け
な
い
」

「
殺
す
」

消

疫

期

限

を

確

荻
原
由
美
子

已

）

_-=1
0
 

温

め

直

す

時
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」
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晨禿豚館の1中｀
n←n^ ‘さ

ガマアンコウ

／ 
{ • 

ゲコゲコと嗚くところからこの名前が付けられた魚で、

昨年、宇宙飛行士向井千秋さんが搭乗したスペースシャト

ルに宇宙酔いの研究材料として同乗し、一躍有名になりま

した。アンコウとは名が付くものの、あんこう鍋でおなじ

みの「アンコウ」とは全く別の種類で食用にもされていま

せん。現在水族館では、はるばるアメリカより空輸された2

尾のガマアンコウを飼育展示していますが、長旅の疲れも

なく元気に水槽の中を泳ぎ回っています。

＾ 
ヽヽ

国帷渾9 '攣

I 
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